






要約:現在までに各地域(札幌,新潟,兵庫,北米)から報告された,神経芽腫マススクリーニ

ングの疫学的研究の文献に基づき, スクリーニング検査の有効性について批判的吟味を行

った。なお,検討に際しては,検査法の種類により,①高速液体クロマトグラフィ(HPLC)法,

②HPLC 法以外の 2 つの方法に分けて検討を行った。その結果,感度は, HPLC 法で約 80%,

非 HPLC 法で 30%から 70%であった。また,特異度は, HPLC 法および非 HPLC 法ともに 99%を

越えていた。また,陽性適中率は, HPLC 法で 30%,非 HPLC 法で 30%から 70%程度であった。


